




















Hazan & Shaver（1987）は，上述の Bowlby の理論を青年期のアタッチ
メントに発展させ，乳幼児のアタッチメントを分類するストレンジシチュエー




点化された尺度が作成された（例えば，Experienced in Close Relationship ;
Brennan, Clark, & Shaver, 1998）。そして，多くの尺度が開発されたことに
より，青年・成人期のアタッチメントスタイルと対人的行動，精神的健康，情
報処理など，さまざまな関連が示されるようになった（詳細は Mikulincer &






Waters, & Wall, 1978）ように，青年・成人期のアタッチメント研究もアタ
ッチメント人物との関係性に焦点を当てた研究が多く行われてきた。例えば，
























































































究では，Experienced in Close Relationship（ECR : Brennan, et. al., 1998）
を使用した。ECR は，一般的に恋愛パートナーに対してどのように振る舞う
かという信念に基づいて，アタッチメントを測定するものであり，2つの下位
































オリジナルの ECR（Brennan et al., 1998）の分類法に基づき，回答者は，
ECR の親密性の回避得点と見捨てられ不安得点を用いた Ward 法によるクラ
スター分析によって 3つのアタッチメントスタイル（安定型，回避型，アン
ビバレント型）に分類された。安定型に分類された回答者は 58名（男性 30
名，女性 28名），回避型は 35名（男性 13名，女性 22名），アンビバレント







1期間（交際期間が 0ヶ月から 5ヶ月）の回答者は 41名（安定型 10名，回
避型 14名，アンビバレント型 17名），第 2期間（交際期間が 6ヶ月から 11
ヶ月）の回答者は 40名（安定型 14名，回避型 8名，アンビバレント型 18
名），第 3期間（交際期間が 12ヶ月から 23ヶ月）の回答者は 40名（安定型
17名，回避型 8名，アンビバレント型 15名），第 4期間（交際期間が 24ヶ











第 2期間，第 3期間，第 4期間についても，第 1期間と同様の分析を行っ
た。その結果，第 2期間，第 3期間では，アタッチメントスタイルの主効果
は認められなかった。しかし，第 4期間では，アタッチメントスタイルの主
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